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新潟都市計画 もえぎ野地区地区計画の変更 

都市計画の案の理由書 

 

１．地区概況 

 

 もえぎ野地区は、新潟市中心部から南東に位置し、住宅地としての立地条件に恵ま

れた約１６．３ｈａの地区である。 

 本区域は、昭和６２年の土地区画整理事業により道路、公園、下水道等の公共施設

の整備が行われ、住宅が建築された地区である。用途地域は、第二種中高層住居専用

地域および第一種住居地域が定められている。 

もえぎ野地区地区計画は、新潟市の６７地区ある地区計画の中でも最古参の一つで

ある。 

 

 

２．地区の経過と土地利用状況 

【経過】 

昭和６２年１０月  「粟山・石山地区 地区計画」都市計画決定 
 

平成 ８年 ４月  「もえぎ野地区 地区計画」へ地区計画の名称の変更 

都市計画決定 

  

【土地利用状況】 

本地区（全体約１６．３ｈａ）の土地利用状況は、農地９％（約１．５ｈａ）、

宅地６３％（約１０．１ｈａ）、公共公益施設用地３％（約０．５ｈａ）、 

道路用地２６％（約４．２ｈａ）となっている。 

なお、宅地約１０．１ｈａのうち、建物用途別の住宅系の土地利用状況は宅地

全体の９２％を占めている。 

 

表 建物用途別の宅地利用状況 

 
建物 

敷地面積 

宅地面積全体に

占める割合 
具体的な建物用途等 

宅 

 

地 

業務系 ０．１ｈａ 約１％ 事務所等 

商業系 ０．２ｈａ 約２％ 店舗、飲食店等 

住宅系 ９．３ｈａ 約９２％ 住宅、共同住宅 

その他 ０．５ｈａ 約５％ 未利用地 
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３．もえぎ野地区地区計画の変更について 

 

（１）変更理由 

 

最初の「粟山・石山地区 地区計画」の都市計画決定から２４年を経ており、

社会実態として自家用車の大型化により自動車車庫の規格が大型化しているた

め、自動車車庫の軒高に係る内容を自動車車庫の規格の変化に合わせ、地区計

画の変更を行う。 

 

 

（２）変更内容 

 

１）地区整備計画 

 

建築物等に関する事項 壁面の位置の制限 

 

 

 

 

 

 現在定められている、ただし書きの規定を２．３ｍから３．０ｍへ変更する。 

 

建築物の外壁またはこれに代わる柱の面は，道路境界から１．５メート

ル以上，隣地境界線から１．０メートル以上離さなければならない。 

 ただし，自動車車庫で，軒の高さが３．０メートル以下の透視可能なも

のはこの限りではない。 


